
る患者；丈？と判断力英語表現力の基盤と

に，言語の表現力は話し手の運用能力（？討す：JJ＂喜；力）によって読 l嘉することができ ？＞ er:, t::. ~<~J 
L，言語活動にお』うる思考刀土判断力のはたらさモ直接問主することはできない｛ L かしむが；，

ある表現を庄用するときには それたぐ兎話の場面にふさわし hという判断がなされた結果，そ

現が選択されるのであれ，さ E にそれそ~：I=[ぷ：｝：；て平ためには又法知識に基ベいた思考 )J

また，聞き手が相子の発話の：意図を的確に理解する j二ろには，千百号ーかJiぜそのような表現

のかを判断1ノ その元話毛主文；主知識によ勺てよう》j斤EtJに理解しなりればならない（をのょっなゥ、ロセブが

によって長足的lこは自動北されるとしても）。 Lたが（てヲ表団土現れてくふ表明ブJ

ぽ，白に見えない患者力と判断力のはたらさがあると考えをことができみ。

英語科におiJる思考力・判断力・去現力の関係を」のように捉λ7己場合‘学習」ての

現力の仲長を達成すふためには，教員；if＇.）？のjffijrliiに配語、す3必要が；ちる。（i）児童 r 生徒O)f吾輩宮、Jii 1そ［」

に増やして， i買える表現のスト川タ会豊かに i，てお I：こと〔去現プJ）。（ji）思考力と判断力を

的に高めて，さまざまえi表現を使、、となせどようにすること（思考力＠判断力）。現在；付属学校で研

究を遣のてい之「学び合t，」による芋宵はと記の（1)(ii）の両方とE市主づける己とが可能であ ξと足i,;i二）

れるが，ここでは紙幅の都合、土（i誌の忌考力と判断力に絞って初等部と中等部に分けてヂ勺可能性を

指摘しfこいノ

平成おE度；うら全面的に実施される小学校外匝l語活動の学習指導吏領では，そ白内科の一部として

「外国語の音声やリスムなどに親しむとともに9 日木詰との違いを矢口 /f;，言葉必白白さ予手当Jカーさに気づ

ヘこと」か挙げられでい ~o これは「ことばへの気づ、き」とち呼ばれてい，＇.）内容であり，言語的な

の青成に直接・間接的に関わる主のである。特に，日本語の使用にさ及されているー占に注目した I 九

音声1m 世話の苦味＠語！！出など7 日本語と英語の問には~くの違 I,' （とう町重点〉がある！？乙れら

しながら主語に融れることは言葉に対する程、考プブ芸高め，平等部での効果的な文法知識の音得にうた

がると考えられる（文法意識の高：長あるいじメタ言詰意識の吉砂〉。身近な

堂ヴ合v，を通Lて日:tt;2;；仁三英語の違いにつ 1.＼で児笠間士で気てゴし、たことを交換？とJ活動は コミュニアー

ション；居勤に苦手意識をもっ児童にとってを有効でめろう。学級担任を c.fこ， Jiν として，外国語活動と！~gj{f;

の授業を連携させる試みに完展させる心とを考えられる。今、；ttの課題としては，学殺担任。叫！言語活動

担当教員 υi-1LTCう「i者が授業のねりいモ共吉し，うまく役割をfr｝§す毛ことが話げられよう。特

いの場面マ了は，普段の i足童のj：~（｝そ把還している学級担任の役割が大主「な£ちのと思わ札る。

τ出
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は，生徒が既習の文；去事項を~：:i:t；し司文佳子[11島を効果的な運用と結びヮけるたδ ；ご

な活用することができるだろ叶。問えば直去形と現l在完了tをそれぞ、札制問のお1識と仁

していても， fifu有を「時告IJJとし＇:c，枠組ろわ印で適切に位置づけて白 ＼1＼）分けることができず工汁f,(f勺

：こは結びつカな（＼。両昔む；；乏し1在、理解、する段階では思考刀7l），実際iこ使用すち場面さ

k 1-t ，敦FS.1山現員11 とと：；，｛える ii主4要~i] f J. j'[ci";,s＇より主

もしれなL'o同信号中学十さでは iJ--::J ,~: 
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え，：， ;/l ;; 品開そ宝げれfま，単純日！：正j芯と

＇と Lノ＼：出三さ／七五Jj 、＞ノアぞ寺三：させ，今のでれ，Jイ． ιっと

らし、で考三百せてもよ L¥ 7'.10もしれない。つ去り．基士的な

な：；1！：主ミト円宅謹！を見いだ Lて発展的ι学習人と移；7すろ
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